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世界に1つだけのフォトフレーム世界に1つだけのフォトフレーム

　▲完成をイメージしながら飾りつけをする児童

■
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ

　
「
仲
間
と
交
流 

心
豊
か
な
生
活
を
」

内
容　
年
６
回
実
施
予
定
（
講
演
会
、
移

動
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
17
日（
水
）

　
　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐
２
２
２
０

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
東
側
を
流
れ
る
湯
車

川
に
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
長
靴
を
ご
持
参
の

う
え
、
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

４
月
６
日（
土
） 

13
時
30
分
〜

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で
す
。

　
国
指
定
史
跡
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
の
一

般
公
開
を
次
の
と
お
り
開
始
し
ま
す
。

公
開
開
始　
4
月
20
日（
土
）〜

公
開
時
間　
９
時
〜
16
時　
※
入
場
無
料

※
縄
文
館
が
休
館
の
日
は
遺
跡
も
閉
鎖
と

な
り
ま
す
。

◆
前
田
公
民
館　
柴
田 

榮
則
（
新
任
）

　
　
〜
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〜

　

２
０
１
９
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区

で
５
月
に
開
講
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
コ
ム
コ
ム
ま
た
は
各
公
民
館

へ
運
営
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
】

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

運
営
費　

１
０
０
０
円

■
高
鷹
大
学

テ
ー
マ

　
「
自
分
の
学
び
を
地
域
の
た
め
に
」

内
容　
全
体
講
座
等
年
６
回
程
度

（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回
程
度
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

　
　

 

生
涯
学
習
課 

☎
62‐
１
１
３
０

■
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ

　
「
仲
間
と
と
も
に
、
で
あ
い
・

　
　
ふ
れ
あ
い
・
ま
な
び
あ
い
」

内
容　
年
８
回
実
施
予
定
（
学
習
会
や
移

動
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
19
日（
金
）

　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐
２
１
１
４

■
森
吉
大
学

テ
ー
マ

　
「
仲
間
と
学
ぼ
う 

ふ
る
さ
と
再
発
見
」

内
容　
年
７
回
実
施
予
定
（
講
演
会
、
移

動
研
修
、
学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
15
日（
月
）

　
　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐
３
２
５
９

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
保
存
会
は
現
在
18
人
で
、
練
習
は
７

月
末
か
ら
１
週
間
程
度
行
い
ま
す
。
８

月
の
踊
り
の
時
は
、
約
20
年
前
か
ら
小

学
生
か
ら
高
校
生
も
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、40
人
ほ
ど
で
演
じ
ま
す
。今
で
は
２
、

３
歳
の
子
ど
も
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

◇
芸
能
を
伝
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

　
獅
子
踊
り
は
10
年
間
途
絶
え
ま
し
た
。

当
時
は
若
い
人
も
多
く
い
た
の
で
、
す

ぐ
に
復
活
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
は
踊
り
手
が
確
保
で
き
な

か
っ
た
り
と
、
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
き
ら
め
か
け
た
時
に
、

若
手
３
人
が
決
断
し
て
く
れ
て
、
よ
う

や
く
復
活
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笛
の
吹
き
手
の
継
承
も
課
題

の
一
つ
で
す
。
笛
は
人
か
ら
人
へ
教
え

る
の
が
確
実
で
、
音
を
譜
面
に
し
た
と

こ
ろ
で
復
元
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
獅
子
踊
り
の
復
活
も
そ
う
で
す

が
、
一
度
途
絶
え
る
と
復
活
は
容
易
で

は
な
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

将
来
の
た
め
に
細
か
な
記
録
を
残
す
こ

と
も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
前
山
郷
土
芸
能
の
Ｐ
Ｒ
を

　
毎
年
８
月
13
日
15
時
30
分
頃
か
ら
雷

皇
神
社
を
は
じ
め
に
集
落
内
５
ヶ
所
で

披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

　
〜
各
校
と
も
５
月
開
校

ら、接着剤を使って飾りつけ、オリジナルのフォト
フレーム作りを楽しみました。～放課後子ども教室「鷹巣いきいきタイム」～

地域教育力の向上を目指して地域教育力の向上を目指して

　▲子どもの学びへの仕掛けづくりを学びました

いて語り、参加者は学力の高さと非認知能力の関わ
りと子どもの育成について理解を深めました。～地域学校協働活動推進研修会～

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　

 

伊
勢
堂
岱
縄
文
館 

☎
84‐

８
７
１
０

問 伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

問 第
９
回
カ
ム
バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン

　

 

前
田
公
民
館 

☎
84‐

８
７
７
０

問 新
公
民
館
長
の
就
任

栄公民館リニューアルオープン栄公民館リニューアルオープン

　▲公民館内の配置図

～利用申し込みを受付中～

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
芸
能
で
す
か

　
前
山
郷
土
芸
能
の
始
ま
り
に
つ
い
て

は
、約
２
５
０
年
前（
江
戸
時
代
中
期
）

に
、
佐
竹
氏
が
秋
田
入
り
し
た
と
き
の

大
名
行
列
が
原
型
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
踊
り
は
、「
大
名
行
列
」「
獅
子
踊
り
」

「
奴
踊
り
」「
雑
魚
釣
り
舞
」
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
昔
は
「
棒
使
い
」
や
「
薙

刀
使
い
」
と
い
っ
た
演
目
も
あ
り
ま
し

た
。
奴
踊
り
は
元
々
ほ
か
の
地
域
の
も

の
を
取
り
入
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○
前
山
郷
土
芸
能
保
存
会

　
会
長 

小
笠
原
忠
夫
さ
ん（
前
山
）

雑魚釣り舞を踊る小笠原会長（左側）

⑪

　子どもたちの放課後の安全・安心な居場所を確保
し、体験活動を通して遊んで学ぶ「放課後子ども教
室」が、２月19日に鷹巣小児童クラブで行われ、
小学生約60人が参加しました。
　この日は、大館市の子育て支援団体アミュージン
グサポート『あそぶ』（佐々木敦子代表）の皆さん
を講師に迎え、世界に１つだけのフォトフレーム作
りに挑戦しました。
　参加した児童は、造花やビーズなどの様々な飾り
をフォトフレームの木枠のどこに付けるか考えなが

　地域学校協働活動推進研修会「子どもの未来を考
える講演会」が、３月17日に北秋田市交流センター
で行われ、市内外から約50人が参加しました。
　この日は、岡山大学全学教育・学生支援機構准教
授の中山芳一さんを講師に迎え「学力テストでは測
れない非認知能力が子どもを伸ばす」と題し、講演
をしていただきました。非認知能力は、粘り強さや
協調性、自制心などのことで、主に家庭環境や学校
の課外活動で培われると言われています。中山先生
は、子どもたちの非認知能力を育てる取り組みにつ

　老朽化により改築工事が進められていた栄公民館
（亀山祐悦館長）が、４月１日にリニューアルオープ
ンしました。利用の申し込みは、栄公民館（☎62‐
0744）へ直接申し込みください。
◆会場使用料

大ホール

会議室３
（和室） 調理室

会議室１ 会議室２

ス
テ
ー
ジ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

事
務
室

玄関

使用料（１時間当たり）
入場料なし 入場料あり

大ホール
会議室１～３
調理室

区　分

８１０円 １３５０円
２７０円 ４００円

５４０円

じ
ゃ
こ

申
問

申
問

申
問

申
問

　▲外観と広々とした大ホール


